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1.  平成22年2月期第2四半期の連結業績（平成21年2月21日～平成21年8月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第2四半期 16,260 ― 328 ― 272 ― 75 ―
21年2月期第2四半期 14,418 6.0 321 △26.4 257 △33.0 117 △17.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第2四半期 12.00 ―
21年2月期第2四半期 18.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第2四半期 25,424 3,348 13.1 518.99
21年2月期 23,828 3,194 13.4 512.47

（参考） 自己資本   22年2月期第2四半期  3,339百万円 21年2月期  3,194百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00
22年2月期 ― 9.00

22年2月期 
（予想）

― 9.00 18.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年2月21日～平成22年2月20日） 
（％表示は対前期増減率） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,200 15.1 600 19.6 470 29.2 180 46.6 28.26
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 4．その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】] 4．その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 
  実際の業績等は、業績の変化等により、上記数値と異なる場合があります。 
  なお、上記業績予想に関する事項は、添付資料の４ページを参照してください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計 
  基準適用指針第14号)を適用しております。 
  また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （ 社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第2四半期 6,434,000株 21年2月期  6,234,000株
② 期末自己株式数 22年2月期第2四半期  ―株 21年2月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第2四半期 6,304,718株 21年2月期第2四半期 6,234,000株
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当第２四半期連結累計期間（平成21年２月21日～平成21年８月20日）におけるわが国の経済は、輸出や
生産活動面で持ち直しの動きが見られた一方、企業収益の悪化に伴い設備投資活動は停滞し、雇用・所得
環境の悪化が続きました。厳しい雇用情勢や夏季の天候不順の影響等により個人消費は低調に推移する状
況でありました。 
流通小売業界におきましては、家計応援を訴求する生活関連商品の値下げによる低価格競争の激化や消

費者の節約志向の定着化を背景に収益性確保が難しい中、厳しい経営環境が続いております。 
このような状況のもと当社グループ（当社及び連結子会社）は当第２四半期連結累計期間におきまし

て、新規出店として、４月に福島県内にいわき内郷店、いわき鹿島店及び福島蓬莱店、５月には茨城県へ
の初出店となる茨城下妻店、６月に茨城水戸店（茨城県）、７月にいわき大原店（福島県）と計６店舗を
開設いたしました。また、３月には株式会社ＤＫＹコーポレーション（株式会社ダイユーエイトの100％
出資連結子会社）が、株式会社大国屋（本社：茨城県かすみがうら市、代表取締役 狩野孝史）から茨城
県内の大国屋千代田店及び大国屋下館店のホームセンター２店舗を承継し営業展開いたしました。 
 この結果、当第２四半期連結会計期間末の店舗数は、59店舗（食品スーパー部門はホームセンター店舗
数に含めております）となりました。 
なお、６月に有限会社エイト薬品（株式会社ダイユーエイトの100％出資連結子会社）を吸収合併しま

した。 
以上によりまして、当第２四半期連結累計期間における当社グループの連結売上高は162億6千万円、連

結営業利益は3億2千8百万円、連結経常利益は2億7千2百万円、連結四半期純利益は特別損失として減損損
失8千2百万円の計上等により7千5百万円となりました。 
  

小売事業の主力であるホームセンター部門は、既存店ベースで、客単価が前年同期比4.7％減少しま
したが、客数が同2.4％増加した結果、既存店売上高は同2.5％減少しました。なお、新店を含めた全店
ベースの売上高は同9.6％増加いたしました。 
 商品別販売動向につきましては、工具金物やエクステリアの高額商品が伸び悩みましたが、園芸・植
物等のガーデニング関連、ペット関連及び日用品が好調に推移し、売上を牽引しました。 
販売促進策の面では、地域のお客様の家計応援に実施するため、ホームセンター全店で「800品目値

下げ宣言」を実施し、日用品・家庭用品・ペット用品・作業用品・園芸・カーレジャーの対象商品の中
から、生活必需品800品目を厳選し、値下げ販売を展開しました。 
 利益面につきましては、利益率の高い園芸用品・植物等の売上が増加したものの、低価格志向の浸透
に伴う価格競争激化を主因に、ホームセンター部門における商品荒利益率は全店ベースで前年同期比
0.4％減となり、加えて新規開設６店舗の開店一時費用が増加したため、営業利益が伸び悩みました。 
 これらの結果、小売事業における売上高は158億5千1百万円、営業利益は3億5千3百万円となりまし
た。 
  

不動産事業につきましては、近隣型ショッピングセンター「エイトタウン」（計６箇所）とホームセ
ンター店舗との相乗効果を図っており、不動産事業における売上高は4億4千8百万円、営業利益は1億3
千4百万円となりました。 

  
(注)「連結経営成績に関する定性的情報」における前年同期比較に関する情報は、参考として記載しており

ます。 

  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比較して15億9千5百万円増加し、254
億2千4百万円となりました。この主な要因は、新規出店に伴う固定資産の増加及びたな卸資産の増加等
であります。 
 当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比較して14億4千1百万円増加し、220億7
千5百万円となりました。この主な要因は、長期借入金の増加等であります。 
 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比較して1億5千3百万円増加し、33億4
千8百万円となりました。この主な要因は、平成21年６月18日付で株式会社リックコーポレーションか
ら第三者割当増資の払込みを受けたことによる資本金及び資本準備金の増加、前期の配当金の支払等に
よる利益剰余金の減少及び少数株主持分の増加等であります。 

  

定性的情報・財務諸表等

１. 連結経営成績に関する定性的情報

（小売事業）

（不動産事業）

２. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況
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営業活動の結果、得られた資金は、8億9千万円となりました。 
 この主な要因は、税金等調整前四半期純利益1億8千6百万円、減価償却費3億8千4百万円、仕入債務
の増加9億8百万円等により資金が得られましたが、売上債権の増加7千万円、たな卸資産の増加6億7
千3百万円、法人税等の支払額3千9百万円等に資金が使用されたことによるものです。 

投資活動の結果、使用した資金は、10億6千5百万円となりました。 
 この主な要因は、店舗の新築に伴う有形固定資産の取得による支出4億7千8百万円及び敷金及び保
証金の差入による支出1億9千5百万円等により資金が使用されたことによるものです。 

財務活動の結果、得られた資金は、5億1千7百万円となりました。 
 この主な要因は、長期借入れによる収入26億5千万円等で資金が得られた一方、短期借入金の純減
額10億4千8百万円、長期借入金の返済による支出9億8千7百万円、社債の償還による支出1億7千5百万
円、配当金の支払額5千5百万円等により資金が使用されたことによるものです。  

  
これらの結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末の残高は、前連結会計年度末に比

較して3億4千2百万円増加し、9億6千9百万円となりました。 
  

第３四半期以降は失業者数の増加、個人消費の低迷等厳しい経営環境が予想されますが、子会社の経営
構造改革による収益率改善と子会社吸収合併によるオペレーションコスト削減等の合併効果、輸入商品拡
大による荒利益率の改善等が見込まれることから、平成21年４月３日付「平成21年２月期決算短信」にて
公表しました業績予想値を修正いたします。 
 つきましては、平成21年９月25日に「業績予想の修正に関するお知らせ」において公表いたしました通
り、通期の連結業績予想は、連結売上高は332億円、連結営業利益は6億円、連結経常利益は4億7千万円、
連結当期純利益は1億8千万円と予想しております。 
  

該当事項はありません。 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末
の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 
 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価
額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定
する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時
差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の
業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

該当事項はありません。 

  

(2) 連結キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

３. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①簡便な会計処理

（たな卸資産の評価方法）

（固定資産の減価償却費の算定方法）

（繰延税金資産の算定方法）

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

通常の販売目的で保有する商品については、従来、主として売価還元法による原価法、原材料につ
いては個別法による原価法、仕掛品については総平均法による原価法、貯蔵品については最終仕入原
価法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会
計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、商品について
は主として売価還元法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）、原材料については主
として個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）、仕掛品については主として総
平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）、貯蔵品については主として最終仕入
原価法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 
 これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用

②たな卸資産の評価に関する会計基準の適用
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,170,543 821,222

受取手形及び売掛金 208,253 137,476

有価証券 － 3,278

たな卸資産 6,494,354 5,820,565

その他 338,232 291,746

流動資産合計 8,211,382 7,074,289

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 16,087,599 15,813,691

減価償却累計額 △6,171,752 △5,822,845

建物及び構築物（純額） 9,915,846 9,990,846

土地 2,218,870 2,218,824

その他 326,537 291,889

減価償却累計額 △196,708 △182,690

その他（純額） 129,829 109,198

有形固定資産合計 12,264,546 12,318,869

無形固定資産   

のれん 334,338 15,434

その他 1,234,651 1,234,371

無形固定資産合計 1,568,989 1,249,805

投資その他の資産   

敷金及び保証金 2,002,043 1,838,251

その他 1,382,285 1,352,140

貸倒引当金 △4,750 △4,750

投資その他の資産合計 3,379,578 3,185,641

固定資産合計 17,213,114 16,754,315

資産合計 25,424,497 23,828,605

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,240,932 4,332,437

短期借入金 3,570,000 4,618,000

1年内返済予定の長期借入金 2,102,658 1,823,704

1年内償還予定の社債 280,000 350,000

未払法人税等 172,831 50,101

その他 1,166,987 1,162,929

流動負債合計 12,533,410 12,337,173

固定負債   

社債 560,000 665,000
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年８月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月20日) 

長期借入金 6,566,691 5,183,176

長期預り敷金保証金 1,798,909 1,827,943

退職給付引当金 142,593 131,622

役員退職慰労引当金 136,613 132,066

その他 337,621 356,902

固定負債合計 9,542,429 8,296,711

負債合計 22,075,840 20,633,884

純資産の部   

株主資本   

資本金 894,778 835,178

資本剰余金 816,287 756,687

利益剰余金 1,635,907 1,616,346

株主資本合計 3,346,972 3,208,211

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,532 △7,347

繰延ヘッジ損益 △5,252 △6,143

評価・換算差額等合計 △7,784 △13,490

少数株主持分 9,469 －

純資産合計 3,348,657 3,194,720

負債純資産合計 25,424,497 23,828,605
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年８月20日) 

売上高 16,260,958

売上原価 11,673,515

売上総利益 4,587,442

販売費及び一般管理費 4,258,686

営業利益 328,756

営業外収益  

受取利息 4,971

受取手数料 44,447

その他 42,328

営業外収益合計 91,746

営業外費用  

支払利息 128,931

その他 18,635

営業外費用合計 147,567

経常利益 272,936

特別損失  

減損損失 82,361

固定資産除却損 180

その他 4,229

特別損失合計 86,772

税金等調整前四半期純利益 186,164

法人税、住民税及び事業税 161,521

法人税等調整額 △45,493

法人税等合計 116,028

少数株主損失（△） △5,530

四半期純利益 75,666
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年２月21日 
 至 平成21年８月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 186,164

減価償却費 384,491

のれん償却額 31,095

減損損失 82,361

支払利息 128,931

受取利息及び受取配当金 △7,429

売上債権の増減額（△は増加） △70,776

たな卸資産の増減額（△は増加） △673,788

仕入債務の増減額（△は減少） 908,495

その他 119,790

小計 1,089,336

利息及び配当金の受取額 3,420

利息の支払額 △118,527

法人税等の支払額 △39,827

その他の支出 △43,819

営業活動によるキャッシュ・フロー 890,582

投資活動によるキャッシュ・フロー  

投資有価証券の取得による支出 △42,414

有形固定資産の取得による支出 △478,851

敷金及び保証金の差入による支出 △195,001

敷金及び保証金の回収による収入 43,012

預り保証金の返還による支出 △47,807

預り保証金の受入による収入 18,774

その他 △363,436

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,065,724

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,048,000

長期借入れによる収入 2,650,000

長期借入金の返済による支出 △987,530

社債の償還による支出 △175,000

配当金の支払額 △55,886

株式の発行による収入 119,092

少数株主からの払込みによる収入 15,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 517,675

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 342,533

現金及び現金同等物の期首残高 626,951

現金及び現金同等物の四半期末残高 969,484
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年２月21日 至 平成21年８月20日) 

(単位：千円)

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な商品等 

(1) 小売事業……ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、医薬品、化粧品、雑貨、文具・事務用品、食

品、リフォーム、ハーブ・苗・花等 

(2) 不動産事業…商業用地の開発及び不動産の賃貸 

  

当社は、平成21年６月18日付で、株式会社リックコーポレーションから第三者割当増資の払込みを受
けました。この結果、当第２四半期連結会計期間において資本金が5千9百万円、資本準備金が5千9百万
円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が8億9千4百万円、資本準備金が8億1千6百万円
となっております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

小売事業 不動産事業 計
消去又は 
全社

連結

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 15,851,214 409,744 16,260,958 ― 16,260,958

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 38,255 38,255 (38,255) ―

計 15,851,214 448,000 16,299,214 (38,255) 16,260,958

営業利益 353,550 134,226 487,776 (159,019) 328,756

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

(1)(要約)中間連結損益計算書 

 
  

「参考資料」

（単位：千円）

科 目
前中間連結会計期間

（自 平成20年２月21日
  至 平成20年８月20日）

Ⅰ 売上高 14,418,750 

Ⅱ 売上原価 10,374,293 

売上総利益 4,044,457 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,722,687 

営業利益 321,769 

Ⅳ 営業外収益 80,711 

Ⅴ 営業外費用 145,362

経常利益 257,118 

Ⅵ 特別利益 42,656 

Ⅶ 特別損失 46,749

税金等調整前中間純利益 253,025 

税金費用 135,169 

中間純利益 117,855 
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(2)(要約)中間連結キャッシュ・フロー計算書 

 
  

  

（単位：千円）

前中間連結会計期間

（自 平成20年２月21日
  至 平成20年８月20日）

区分 金額

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １税金等調整前中間純利益 253,025

 ２減価償却費 379,582

 ３支払利息 127,386

 ４売上債権の増（△）減額 △ 49,929

 ５たな卸資産の増（△）減額 △ 198,884

 ６仕入債務の増減（△）額 172,836

 ７その他 △ 86,823

小計 597,193

 ８利息の支払額 △ 111,991

 ９法人税等の支払額 △ 102,854

 10その他 48,812

  営業活動によるキャッシュ・フロー 431,160

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １有形固定資産の取得による支出 △ 239,978

 ２敷金・保証金の差入による支出 △ 380,189

 ３敷金・保証金の返還による収入 41,572

 ４預り保証金の預りによる収入 26,286

 ５預り保証金の返還による支出 △ 46,712

 ６その他 △ 88,648

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 687,671

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １短期借入金の純増減（△）額 △ 467,000

 ２長期借入れによる収入 1,700,000

 ３長期借入金の返済による支出 △ 647,959

 ４社債の償還による支出 △ 175,000

 ５配当金の支払額 △ 55,834

  財務活動によるキャッシュ・フロー 354,205

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減（△）額 97,694

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 621,303

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 718,998
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前中間連結会計期間(自 平成20年２月21日 至 平成20年８月20日) 

(単位：千円) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な商品等 

(1) 小売事業……ＤＩＹ用品、家庭用品、カー・レジャー用品、医薬品、化粧品、雑貨、文具・事務用品、食

品、リフォーム、ハーブ・苗・花等 

(2) 不動産事業…商業用地の開発及び不動産の賃貸 

  

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

小売事業 不動産事業 計
消去又は
 全社

連結

Ⅰ 売上高及び営業損益

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 14,016,706 402,044 14,418,750 ― 14,418,750

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 39,286 39,286 (39,286) ―

計 14,016,706 441,330 14,458,037 (39,286) 14,418,750

営業費用 13,668,218 319,010 13,987,228 109,752 14,096,980

営業利益 348,488 122,320 470,808 (149,038) 321,769
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